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科学と科学技術に対する興味・関心を養い，主体的に観察・

実験を行うことで，科学の基本的な概念および科学的な思考力

を身につけられるように編修した。また，社会における科学の

役割を理解し，科学技術を有効に活用する意識を高められるよ

うに配慮した。 

題材の選定にあたっては，日常生活や私たち自身の体，身近

な自然景観と関係する題材を多く取り上げ，科学と人間生活と

の関わりを理解できるようにした。さらに，関連項目を参照し

ながら多角的な視野をもって学べるように，参照ページを記す

ように心がけた。 

また，教育基本法第二条の各号の目標を達成するため，それぞれ以下の点を基本方針とし，

本書を編修した。 

 

教育基本法第二条 方針 

第１号 

幅広い知識と教養を身に付け，真

理を求める態度を養い，豊かな情

操と道徳心を培うとともに，健や

かな身体を養うこと。 

・自然の美しさや雄大さなどに感動し，自然を大切にする心を

育てるため，身近な自然から地球規模の自然まで扱い，多様

な自然環境に触れられるように配慮する。 

・基礎的・基本的な知識の定着がはかれるようにするととも

に，身につけた知識・技能を活用して科学的な思考力・判断

力を養い，表現力が育成されるようにする。  

 

第２号 

個人の価値を尊重して，その能力

を伸ばし，創造性を培い，自主及

び自律の精神を養うとともに，職

業及び生活との関連を重視し，勤

労を重んずる態度を養うこと。 

・生活との関わりを重視した題材を豊富に取り扱い，社会にお

いて科学が利用されていることを理解できるようにする。 

・地域の自然の観察を取り上げ，科学に対する興味・関心を高

められるようにする。 

 

第３号 

正義と責任，男女の平等，自他の

敬愛と協力を重んずるとともに，

公共の精神に基づき，主体的に社

会の形成に参画し，その発展に寄

与する態度を養うこと。 

・観察や実験をグループで協力して行い，また，結果や考察に

ついて議論を行うことによって，他者と協力する態度や他者

の考えを理解しようとする態度を養えるようにする。 

 

 

１．編修の基本方針 
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第４号 

生命を尊び，自然を大切にし，環

境の保全に寄与する態度を養うこ

と。 

・全章を通して地球環境への問題意識を底流に置き，科学の果

たす環境問題への役割を理解できるように配慮する。特に，

6章は，環境問題を柱に構成し，課題研究を通して地球環境

について考えられるようにする。  

・エネルギー問題やリサイクルなど，環境問題に関する話題を

適宜扱い，環境問題への意識を高められるようにする。 

・観察・実験に関する記述では，安全上の注意事項を記載し，

安全に行えるよう配慮する。 

 

第５号 

伝統と文化を尊重し，それらをは

ぐくんできた我が国と郷土を愛す

るとともに，他国を尊重し，国際

社会の平和と発展に寄与する態度

を養うこと。 

・身近な地域の地形を観察するなど，日本の国土を形成する大

地や火山について，多数取り上げ，我が国と郷土を愛する態

度を養えるようにする。 

・科学の発展に貢献した研究者を紹介し，我が国を愛するとと

もに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度

を養えるようにする。 

 

 
 

 

 

●全体的な特色   

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

節末問題 繰り返し学習によって幅広い知識と教養を身につけるととも

に（第 1 号），自学自習によって自主および自律の精神を養

うため（第 2 号），各節ごとに節末問題を設定した。 

p.46, 66, 86, 

106, 126, 146, 

166, 188 

観察・実験 自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づ

き，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度

を養うため，グループで実験や観察に取り組み，その結果や

考察について議論できるようにした（第 3 号）。 

p.5 

p.39, 95, 165な

ど 

簡単に実施できる作業や観察を扱い，実習に取り組みやすく

することで，自主および自律の精神を養うことができるよう

にした（第 2 号）。 

p.49, 74, 83, 

102, 158など 

課題研究 自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づ

き，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度

を養うため，グループで課題研究に取り組み，その結果や考

察について議論できるようにした（第 3 号）。 

p.5 

p.194-203 

分野間，教科間の 

参照マーク 

他の章・節や他教科で関連のある内容を扱っていることを示

すことで，幅広い知識と教養を身につけることができるよう

にした（第 1 号） 

p.50, 71, 109

など 

実験を行うにあたって 実習を行う際の安全上の注意や廃棄物の処理を巻頭にまとめ

て示し，また，注意マークを各実験において適宜示すこと

で，生命を尊び安全に実習を行うとともに，環境に配慮して

進める態度を養えるようにした（第 4 号）。 

p.6 

p.33, 34 など 

 

 

  

２．対照表 



 

●章ごとの特色   

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

1章 

 

科学と技術の

発展 

海洋開発に関する話題を扱い，海に囲まれた我が国を愛する

とともに他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態

度を養えるようにした（第 5 号）。 

p.10-15 

農業の発展に関する話題を扱い，自然を大切にし，環境の保

全に寄与する態度を養えるようにした（第 4 号）。 

p.16-22 

2章 

1節 

材料と 

その再利用 

化学分野の基礎的な概念や中学校における学習事項を囲み記

事でまとめることで知識の確実な定着をはかり，材料の学習

に役立てられるようにした（第 1 号） 

p.25-29 など 

身近な素材である金属やプラスチックを扱い，科学と生活と

の関連を重視する態度を養えるようにした（第 2 号）。 

p.24-45 

鉄・アルミニウム・プラスチック・ガラスについてリサイク

ルの特集ページを設け，自然を大切にし，環境の保全に寄与

する態度を養えるようにした（第 4 号）。 

p.44-45 

2節 

食品と衣料 

身近な食品を構成する物質が生物由来であることを示し，生

命を尊び，自然を大切にする態度を養えるようにした（第 4

号）。 

p.48-49, 60-61 

3章 
1節 

ヒトの 

生命科学 

睡眠のリズムや老眼など，光と人間の体の関係を示し，健や

かな身体を養うことに寄与できるようにした（第 1 号）。 

p.70, 72 

視覚の性質を考慮した路線図など，職業及び生活との関連を

学ぶことができるようにした（第 2 号）。 

p.75 

糖尿病や予防接種，アレルギーなどを扱うことで健康への関

心を高め，健やかな身体を養うことができるようにした（第 1

号）。 

p.78, 81 

2節 

微生物 

微生物を利用した発酵食品などを紹介することで，日常生活

における微生物の役割を理解できるようにした（第 2 号）。 

p.94-97 

微生物を利用した水の浄化や生態系における微生物の役割を

示し，自然を大切にするとともに，環境の保全に寄与する態

度を養えるようにした（第 4 号）。 

p.100-105 

微生物研究における国内外の研究者を紹介し，伝統と文化を

尊重し，我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国

際社会の平和と発展に寄与する態度を養えるようにした（第

5 号）。 

p.93, 98, 99 

4章 

1節 

熱の性質と 

その利用 

体温計や保温ボトル，ジェットコースターなどの題材を取り

上げ，熱・エネルギーと日常生活との関連を理解できるよう

にした（第2号）。 

p.108, 109, 116

など 

様々な発電方法とその問題点，新しいエネルギー源などにつ

いて概説し，環境の保全に寄与する態度を養えるようにした

（第 4 号）。 

p.123, 125 

2節 

光の性質と 

その利用 

光ファイバーや虫めがね，液晶画面と光の性質との関係，電

磁波の種類とそれを利用した通信などを示し，日常生活との

関連を理解できるようにした（第 2 号）。 

p.131, 133, 

135, 142-143

など 



 

5章 

1節 

太陽と地球 

天体の動きと時刻・暦の関係を示すことで，日常生活と天体

との関係を理解できるようにした（第 2 号）。 

p.150-151 

特集ページで塩田や潮汐発電を扱い，伝統と文化を尊重し，そ

れらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うとともに

（第 5 号），潮汐と生物との関係を示すことで，生命を尊び，自然

を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養得るようにした（第 4

号）。 

p.155 

地球の環境と太陽放射のエネルギーの関係を示すとともに温

室効果について示し，自然を大切にし，環境の保全に寄与す

る態度を養えるようにした（第 4 号）。 

p.158-160 

2節 

身近な自然景

観と自然災害 

身近な地域の地形を観察するなど，日本の国土を形成する大

地や火山について，多数取り上げ，我が国と郷土を愛する態

度を養えるようにした（第 5 号）。 

p.168-170 

p.175 など 

自然災害についての学習とともに，防災をテーマにした特集

ページを設け，生命を尊ぶとともに（第 4 号），公共の精神

に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与す

る態度を養えるようにした（第 3 号）。 

p,178-182, 

186-187 

6章 

 

これからの科

学と人間生活 

環境問題をテーマに課題を提示し，環境の保全に寄与する態

度を養う態度を養えるようにした（第 4 号）。また，それら

をはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊

重し，国際社会の発展に寄与する態度を養えるようにした

（第 5 号）。 

p.194-199 など 

課題の解決に向けてグループでの実習や議論，発表の場を設

けることで，個人の価値を尊重して自主及び自律の精神を養

えるようにした（第 3 号） 

p.194-195, 

p.198-199 など 

 

 

学校教育法第五十一条の各目標を達成するため，以下の点に留意し，本書を編修した。  

一 
義務教育として行われる普通
教育の成果をさらに発展拡充
させて，豊かな人間性，創造
性及び健やかな身体を養い，
国家及び社会の形成者として
必要な資質を養うこと。 

・中学校の学習事項を確実に定着させた上で「科学と人間生活」を

学習できるよう，化学分野を中心に復習ページを設けた。  

・原子レベルのミクロな題材から銀河系レベルのマクロな題材まで

理解することで，豊かな人間性や多様な視点を養えるようにし

た。 

二 
社会において果たさなければ
ならない使命の自覚に基づ
き，個性に応じて将来の進路
を決定させ，一般的な教養を
高め，専門的な知識，技術及
び技能を習得させること。 

・社会における科学の果たしてきた役割，および科学技術に活かさ

れている知識を広く理解できるよう，多様な題材を提供し，理科

の専門科目へ発展させたり，日常生活における一般教養としたり

できるように構成した。  

三 
個性の確立に努めるととも
に，社会について，広く深い
理解と健全な批判力を養い，
社会の発展に寄与する態度を
養うこと。 

・自らの興味・関心のある事項をみつけられるよう，物理・化学・

生物・地学の各分野から多様なテーマを扱った。  

・科学と日常生活との関連を様々な場面で示し，ときにはその問題

点を指摘することで，社会について，広く深い理解と健全な批判

力を養えるようにした。  

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 
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○「問いかけ」を各所に設けた。「問いかけ」として与えられた課題について考え，表現する過

程を通して，中学校までに学習した知識を利用したり，図表を読みとったりするなどの，思考

力・判断力・表現力を育成することができるように構成した。また，「問いかけ」には，「仮

説の設定」や「考察」など，探究の過程における位置づけを付記し，科学的に探究するために

必要な技能を身につけることができるように配慮した。  

○図・写真を豊富に掲載し，本文と図表とを関連させて学習することで自然現象に対する概念や

原理・法則を総合的に理解し，知識を習得できるように配慮した。 

○日常生活や私たち自身の体，身近な自然景観などと関係する題材を多く取り上げることで科学

に対する学習意欲を高め，主体的に科学と人間生活との関わりを理解できるようにした。  

○文章表現はできるだけ簡潔にし，重要用語をゴチック体とするなど，生徒が教科書に親しめる

ような印刷上の工夫をした。 

○安全に対して配慮が必要な場面では，注意を喚起する記述で強調し，生徒が安全に学習できる

ように配慮した。 

○節末に問題を設け，その節で学習した知識の定着をはかった。 

○関連項目を参照しながら多角的な視野をもって学べるように，参照ページを記すように心がけ

た。 

 

◎各章における特色 

課題研究の進め方 

課題研究を進める際の全体的な流れを示し，本書で重視されている観察・実験や課題研究が，

科学の研究活動の流れの中でどこに位置するのか理解できるようにした。  

実験を行うにあたって 

安全に観察・実験を行えるように巻頭で注意を促した。その際，廃液・ごみの処理や片付け，

事故が起きた際の対処法も示した。 

DNA模型をつくろう 

巻末にDNA模型の型紙を綴じ込み，DNAの構造について，工作を通して立体的に理解できる

ようにした。 

簡易分光器をつくろう 

巻末に簡易分光器の型紙を綴じ込み，光の分散，太陽光のスペクトル観察などの場面で利用で

きるようにした。 

１．編修上特に意を用いた点や特色 



 

初めに，科学が果たしてきた社会への貢献を具体的な例をあげて

示し，科学と科学技術が密接な関係を持つこと，私たちの生活は，

科学と科学技術なしに成り立たないことを理解させるとともに，

科学と科学技術のもつ課題についても触れ，２章以降の学習への

動機付けとなるよう配慮した。 

 

 

 

初めに，物質を構成する粒子である原子の構造と分子・イオンに

ついて簡単に触れた。その後，日常生活で不可欠な物質であるセ

ラミックス・金属・プラスチックを扱い，その組成と性質の概略

を理解できるように記述した。 

 

 

日常生活に欠かせない食品と衣料について，その化学的な構造と

性質を扱った。人間は，天然に存在する物質を食品・衣料として

利用し，また，天然に存在するものを人工的に模して作った素材

を用途と性質に合わせて利用していることを理解できるように記

述した。 

 

 

 

初めに眼の構造を学習することで，生物としてのヒトと私たちの

生活が密接に関わっていることに気づかせるように構成した。

DNAの構造とはたらきでは，生命現象に関するさまざまなタンパ

ク質がDNAの塩基配列をもとにつくられることを示し，生物の共

通性を意識できるように記述した。 

 

 

食品の製造や下水処理場での利用，医薬品を生成する働きなど，

人間に有用な微生物の働きと，腐敗菌・病原菌としてなど，人間

に害をもたらす微生物の働きを扱った。また，生態系における微

生物の役割についても扱い，微生物を人間生活との両面から学習

できるように記述した。 

 

 

 

 

 

1章 
科学と技術 
の発展 

2章 物質の科学 

3章 生命の科学 

2節 微生物とその利用 

1節 ヒトの生命現象 

1節 材料とその再利用 

2節 食品と衣料 



 

 

 

まず，身近なものの温度から展開し，熱という概念を理解できる

ように記述した。さらに，エネルギーという抽象概念を科学的，

かつ段階的に理解するため，仕事と力学的エネルギーの関係を中

学の学習を踏まえて確認し，熱が仕事に変わる際の不可逆性や，

エネルギーが相互に変換されること，エネルギーの総量が保存さ

れることを扱った。その際，日常生活の様々な場面でエネルギー

の変換が利用されていることを記述した。 

 

 

光の基本的な性質である反射，屈折，回折，干渉を扱った。その

際，虫めがねや光通信に触れ，日常生活との関連を理解できるよ

うに配慮した。 

 

 

 

太陽や月などの天体が，地球にさまざまな影響を及ぼしているこ

とについて，季節や時間といった概念が地球の惑星としての運動

と密接に関係すること，太陽との距離や地球の大きさが地球に生

命が存在することを可能にするとともに，さまざまな気象現象を

引き起こしていることを理解できるように記述した。 

 

 

私たちの住む日本列島を中心に，自然景観を形成する河川の働き

や火山の構造，地震のしくみについて扱った。また，プレートテ

クトニクスについて扱い，プレートの作用が，火山や地震が多い

日本の景観をつくり，ときに災害をもたらすことを理解できるよ

うにし，防災に対する意識を高められるように記述した。  

 

 

まず，現在の社会における課題の一つとして地球環境問題を取り

上げ，その上で環境問題に関する具体的な課題研究の方法を３例

あげた。さらに，本書の２～５章で取り上げた題材について，生

徒が自ら調べ，考察し，まとめられるように課題を提示した。  

 

 

 

 

4章 
光や熱の科学 

5章 
宇宙や地球 

の科学 

6章 
これからの 

科学と人間生活 

2節 身近な自然景観と自然災害 

1節 太陽と地球 

2節 光の性質とその利用 

1節 熱の性質とその利用 



 

 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 
配当 

時数 

1章  科学と技術の発展  (1 )科学技術の発展  p .7 -22  9 

2章  1節  材料とその再利用  (2 ) (イ )㋐材料とその再利用  p .23 -46  13 

2節  食品と衣料  (2 ) (イ )㋑衣料と食品  p .47 -66  13 

3章  1節  ヒトの生命現象  (2 ) (ウ )㋐ヒトの生命現象  p .67 -86  13 

2節  微生物とその利用  (2 ) (ウ )㋑微生物とその利用  p .87 -106  13 

4章  1節  熱の性質とその利用  (2 ) (ア )㋑熱の性質とその利用  p .107-126  13 

2節  光の性質とその利用  (2 ) (ア )㋐光の性質とその利用  p .127-146  13 

5章  1節  太陽と地球  (2 ) (エ )㋐太陽と地球  p .147-166  13 

2節  身近な自然景観と  

自然災害  

(2 ) (エ )㋑自然景観と自然災害  p .167-188  13 

6章  これからの科学と人間生活  (3 )これからの科学と人間生活  p .189-203  9 

       計 70 

＊ 2～ 5 章は 1 節か 2 節のどちらか一方を選択履修。  

 

 

２．対照表 


